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要 旨 ； 医療施設の 高齢者割合は増加 し高齢者施 設と同様の 臭気 問題 を抱 えてい るが、治療に伴う制約や投薬

な どに よ り、よ り複雑 な臭気 問題 となっ てい る。本研究で は、快適な療養環境を充実 させ るた め、医療施設の

病室 に お ける臭気 レベ ル を把握す ると ともに、排泄 物か らの 臭気発 生量 と臭気特1生を明らか に した。オ ム ツ 交

換病室の 臭気 濃度は 窓開 口時 55、窓閉口時 74 で あ り、通常病室 31 よ り高く、臭気強 度、不快度、容認性 と

もにオ ム ツ 交換病室 の 臭気 レベ ル が高か っ た。排泄物か らの 臭気発生 量は格差が あ り、排泄物 量、食事摂取方

法、治療内容、食事内容等に よる差を認 め起 また、メチル メル カプタン、イ ソ吉草酸濃度か ら求めた計算上

の 臭気濃度 が高値 を示 し、におい の 感 じ方に影響を 与 えて い る こ とが 示 唆 され た。

キーワ
ー

ド ；病 院、　 臭気 質特性、　 排泄物臭、　 オ ム ツ交換

　　　　　　　　　1 ．は じめに

　高齢祉会 が急 速 に進 む 中、医 療 福 祉 施 設 に対 す る 関

心 が 高 ま り、施設従事 者、利用 者、訪 問 者 に とっ て の

施 設環境 の 充 実 が求 め られ て い る。特 に利用者 に おい

て は検査や治療 を受 け る場 で あ りな が ら生活 の 揚 で も

あ る病室や居室 に は利便性や快適性 を求 め る声 も多い 。

中 で も高 齢者 施 設 で は、入 居 者 が 生 活 す る 空 間に お い

て さ えポー
タ ブル トイ レ で の 排 便 時 の 臭 気 や オ ム ツ 交

換時 に生 じ る臭気、身体 お よび 口 腔 か ら生 じる 臭気 な

ど、
一

般 の 居 住 空 間 とは 異な っ た 臭気 の 発生が ある。

医療施 設 に お い て も高齢 者 の 割 合が 増 加 して お り、同

様 の 臭 気 問題 が 存在 し て い る が、治療 に 伴 う様 々 な 制

約 、投 薬 や 特 殊 な食事の 摂取 に よ り、高齢者施設以 上

の 複雑 な 臭気問題 を 抱 えて い る と言 え る 。

　医療施設 を対象 と した にお い 意識 に 関 す る調 査結果

（板 倉、2006）や既 往 の 研究報告 （光 田、2005）か らも、

医療福祉施 設 に お け る特 殊 な臭気 問題 が 明 らか に され

て い るが、多 くの 施設で 様 々 な臭気対策を試 み て い る

に もか か わ らず、解決 に 至っ て い ない の も現実で あ る。

人 の 感 覚 に基 づ く経験的な対 処法や
一

時的な臭気軽減

効 果 しか 得 ら れ な い 対 処 法 が、そ の 原因 と考 え られ 、

現 場 の 臭気 特 性 を明 確 に 把握 し、臭気 特性 に 応 じ た対

策の 検討 が臭 気 問 題 の 解決 に は 不 可 欠 と言 え る。

　本研究 で は 、．快適な看護 ・介護環境 を充実 させ る た

め、医療施設 の 病室 に お い て 、その 場所 の
一
般的な 臭

気 レ ベ ル を 測 定 し、定性 的、定量的 に臭気質特性 を明
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らか に す る と と もに、病室 の 臭気 の 中 で 特 に 問題 と さ

れ て い る、オ ム ツ 交換 な ど の 特定時 に 発 生す る排泄物

か らの 臭気発 生量 を求 め、臭気低減 シ ス テ ム 構築の 基

礎 的 データ の 把 握 を 目的 とす る。

　　　　　　2 ．方法および測定項 目

　調査 は愛知県内の
一

般病院の 療養病棟 2 室 （4床室）を

用 い 、2006 年 7〜10月 に か け て 計 6 日 間実施 し た。病

室配置を Fig，1 に 示 す。床面 積 33．18   、病室の 空 調方

式 は EHP （空 気 熱 源 電 気 式 ヒ ートポ ン プ）、室 内機 は 天

井 カ セ ッ ト方式で あ る。廊下の 空調方式 は FC （フ ァ ン

コ イ ル ユ ニ ッ ト方式）オール 外 気 取 り入 れ 方 式 で 、新鮮

空 気 と し て の 外 気 取 り入 れ に よ る 付加 吸収 を こ の 空 調

機 が 負 担 し て い る。病 室 の 設 定 温 度 は 26℃ 、換 気 回数

は 24 時 間換気 の 5 回／時で あ る。空気 の 流れ は 廊下側

か ら病 室、トイ レ、汚物処理 室 な どすべ て の 排気 口 へ 空

気 が流 れ る よ うに な っ て い る。女性病室 F（4 名入 院中）

と男性病 室 M （3 名 の 患者 が入 院 して い た が 、調 査 2 日

目午前 に 1名 の 入 院 が あ っ た ）各 1室 を使 用 した。入 院

患 者全 員 が 70歳以上 の 高齢者 で あ り、オ ム ツ を使用 し

寝たき り状態または 車椅 子 で の 移動が必 要で あ っ た。両

病室 とも 2 名 の 患者 は 胃瘻造設 後、経管栄養 に よ る 流動

食注 入 式 の 食事摂 取方 法で あ り、他 の 2名 は食 堂 に 移 動

し、経 口 か らの 食事摂 取 方 法 で あ っ た 。
オ ム ツ 交 換 は

一

日 4〜5 回 程度、定 時 に行 われ る他、患者の 状況 に 応 じ

て 随時行 う計画 となっ て い た、

2−1．医療施設 の 病室 に おけ る 臭気 レ ベ ル の 把握 と臭気

成分分 析

　オ ム ツ 交換や 医療処 置 な どを 実施 し て い な い 、比 較

的 にお い が 気 に な らな い 状態 の 病 室 を通 常病 室 と し、

室 内の 空気をフ レ ッ ク ス ポ ン プ （DC 　1− NA 　近江オ ド

エ ア
ー

サービ ス （株））で 100L サ ン プ リン グバ ッ グ（フ レ

ッ ク サ ン プ ラ
ー F100L 　 近 江 オ ドエ ア

ー
サ
ー

ビ ス

（株））2 袋 に 採取す る。採取 した 試料 は T ＆T オ ル フ ァ ク

トメーター試 薬 を用 い た 嗅覚 テ ス トに 合 格 した 被験者

6名 に よ り臭気感覚評価 を行 う。評価項 目は 三 点比 較

一

廊下

Fig」 　 Plan　ofthe 　sickroom 　fc）r
　　　　four　persons

式 臭袋法を 用い た 臭気濃度 と、臭気強度、快 ・不 快度、

臭気質、容認 性 につ い て とす る。オ ム ツ 交 時 病 室 の 臭

気 も 同様 の 方 法で 採取す る が 、窓開 口 時 と閉 口 時の 2

回 に 分 け て 採 取 し 臭気 感 覚評 価 を 行 う。 ま た、採取 し

た臭気 試 料は、に お い 識別装置 （島津製作所製 FF− 2A）

に よ り臭気指数、類似度、臭気寄与 を 求 め る。ガ ス ク

ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

（島津製作所製 GC − 14B）で は 臭気

成分分析を行 い 病室内の 臭気 特 性 を 明 らか に す る。

2−2．オ 厶 ッ に付着 した 排泄物の 臭気特性

　 10L ア ク リル ボ ッ ク ス 内に排泄 物が 付着 した オ ム ツ

を投 入 後 、ポータ ブル ポ ン プ（無 臭 空 気用 ポ ン プ 30L

型 近 江 オ ドエ ア
ー

サ
ー

ビ ス （株））で 無臭 空 気 を流 入 さ

せ 、排 出 口 か ら 出て くる臭 気 を 20L サ ン プ リン グバ ッ

グ（フ レ ッ ク サ ン プ ラ
ーF20L 　近江 オ ドエ ア

ー
サ
ー

ビ

ス （株））に採取す る（Fig．2）。
2−1．で 実施 した 方 法 と同様

に臭気濃度 を 求 め 臭気 発生 量 を 明 らか に する。また、

に お い 識別 装 置 と GC 分 析 に よ り臭 気 成 分 分 析 を行 う。

試 料 採 取 に選 定 した 患 者 特 性 を Table4に 示 す が、患者

特性か らみ た 臭気特性 との 関連 に つ い て も検討する。

Fig．2

　 　 　 厶 ツ を 入 れ た ボ ッ ク

　 　 　 ス

The 　outline 　ofthe 　sampling

　　　　　　　3 ．結果および考察

3−1．医 療施設の 病室 に お け る 臭気 レベ ル の 把握 と臭

気 成分 分 析

　排泄物臭 の 発 生 が な い 通常病室 M と F、オ ム ツ 交換

病室 M の 感覚評価結果 を Tablelに 示 す。通 常病 室 M

と F を 比 較 した 時 に臭気 レ ベ ル の 高 か っ た M の 臭気強

度 は 楽 に 感知 で き る に お い レベ ル の 3．2、非容認 率 50％、

臭気濃度 42 で あっ た。日本建築学 会 の 臭 気 規 準 （日本

建 築学会 、2005）に よ る と非容認率 20％ の ときの 臭気

濃度 を許容 レ ベ ル とす るとあ り、高齢者施設 の 居室の

臭気濃度 は 8 と示 され て い る。ま た臭気 規 準 の 中で、

臭気 濃度 と とも に 臭気 強度 を示 して い る に お い と し て

生 ごみ ・体臭＝1．5 、調 理 臭＝2．1 が あ り、それ らを総 合

し て み る と室 内 の 許 容 レ ベ ル は 臭気 強 度約 L5 とな り、
こ れ ら と比 較 し て も通常病as　M が 示 す臭気強度、臭気

濃度 の 数値か ら臭気 レベ ル の 高さが読み 取 れ る。

　　　　　　　　　　 さ ら に、窓 閉 口 時の オ ム 交換病

　　　室 で は、臭気強度 4．2、不 快 度一3、

　　　非 容 認 率 100％ 、 臭気 濃度 74 を

　　　示 し、よ り不 快性 の 高 い 臭気 レ ベ

　　　ル に 達 し て い た。し か し なが ら、

　　　窓開 口 時 には 臭気強度 3．3、非容

　　　認 率 67％、不 快度一2、臭気 濃度

　　　55 と通 常 病 室 M に 近 い 臭気 レ ベ

　　　ル で 留 ま っ て お り、自然換気 に よ

　　　　　　　　　 る効果 を認 め た 。 室 内 の 温 熱環境

　　　　　　　　　 に及 ぼ す影響 の 少 な い 中間期 に

　　　　　　　　　おけ る 自然換気 は 有効 な手 段 と
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一 Table　2　 Scale　of 　intensi　 for　odor 　uali　．
通常

病室 F

臭気強度　　 1．8
快・不　 　 　 ・08
非容認率　 　 33％

臭気　 　 　　 15

臭気濃度　 　 31

臭気指数相当値 未測定

通常

病室 M

　 3．2
−0850

％

　 16
　 42
　 20

オムツ 交換

（窓開ロ ＞

　 3．3
　 　 −2
　 67％
　 　 17

　 　55
　 　 19

オ厶ツ 交 換
（窓 閉 ロ ）

　 42
　 　 −3
　 100％

　 　 19

　 　74
　 　32

Ol2 感 じない

やっ と　 じる

弱く　じる

3　 　 質が楽 に 　じる

4　 　 強く　じる

5　 　 強烈 に 　じる

考 え られ る が、冷気 の 流入や排出 に よ る温 熱 環境の 変

化 を もた らす、冬 期 や夏期、夜間 に行われる換気 は 快

適 な療養環境の 提供 を妨 げ る 要 因 とな り得 る。看護師

の 意識 調査 結 果 か らも、実際の 看護現場 で は 換気 の 実

施率が 低い こ とが 明 らか に な っ てお り、併せ て 他 の 臭

気 軽減対 策 を検討す る 必 要性 が示唆され た。

　Fig．3 に 臭気 質評価結 果 とに お い 識 別 装置 に よ る臭

気 寄 与 、類 似 度 を 示 す。臭気 寄与 は 感 覚量 に置 き換え

られ た 値 で あ る こ とか ら臭 気 質評価結果 と の 比 較 に

用 い 、類 似度 は Table3の 臭気 成分分析 結 果 との 比 較 に

用 い る 。 Tablc2の 評価尺 度を用 い た 臭気 質評価 a で は

「し尿 の よ うな刺激臭」「酸 っ ぱい 臭 い 1「腐 っ た卵の 臭

い 」に 対 す る値 が 高 く、特 に 窓 閉 口 時 の オ ム ツ 交換病

室 が 最 も 高 い 値 で あ っ た。自由記 述 に よ る 評価 で も、

通 常病室 は 「汗の に お い 」「酸 っ ぱ い に お い 」「加齢臭」

とい う回 答が あ り、オ ム ツ 交換病室 で は 「口 臭」「加 齢

臭」「鼻 を さす に お い 」「ツ ー
ン と し た に おい 1「酸 っ ぱ

い に お い 」「し 尿 の に お い 」とい う回 答 が あ っ た。排泄

物 臭 以 外 に も体臭 の 存在 が に お い の 感 じ 方 に 強 い 影

響 を与 えて い る と推 察 され た 。に お い 識別 に よ る 臭気

寄与 bで は 「硫化水素」「硫 黄 系」「有機 酸 系 」が 臭気 指数

相 当値 20〜30、「ア ン モ ニ ア 」「ア ミ ン 系」が 10〜20 を

示 し、い ずれ の 病 室 で も 同程度だ っ たが、「ア ン モ ニ

ア 1は 通 常病 室 で の 寄与 が 高 か っ た。臭気 質 評価 に お

け る 「し尿 の よ うな 刺 激臭」は 窓 閉 口 時 の オ ム ツ 交 換

病室 が最も強か っ た。し尿 を大 便臭 と と らえ て 評価 し

て い た とする と、代表成分 で あ る 「硫化水 素 」「硫 黄剰

へ の 寄 与 が 高 い こ とか ら、臭気質評価 と臭気寄与 は 同

様 の パ タ
ー

ン を示 し て る と言 え る。類似度 c は 「硫黄

系 」「ア ン モ ニ ア 1「有機酸系 」で 70％ 以 上 の 類 似 性 が あ

っ た が、Table3の GC 結果 で は 病 室 F で メ チ ル メ ル カ

プ タ ン が 高濃度 で 検出 され て い る も の の 、有機 酸 系 の

検出は なか っ た。病室 F に入 院中の 患者 皿名 に 排便が

あ り、オ ム ツ 交換 を 実 施す る前 で あ っ た た め、排泄物

に 関 連 し た メ チ ル メ ル カ プ タ ン 濃度 が 高 く な っ て い

た と思 われ る。ま た 、「ア ル デ ヒ ド系」
へ の 類似性 は 低

か っ た が病 室 M と F で は ア セ トア ル デ ヒ ドが高濃度

検出され て お り、こ の 場合 に も体臭 との 関連 が示 唆 さ

れ た。今 後 は オ ム ツ 交換病室 の 臭気の GC 分析 をす す

め 、さ らに 排 泄 物 の にお い の 特性 を明 らか に い て い く。

3−2．オ 厶 ッ に 付着 し た 排泄 物 の 臭 気 特 性

　 Table4に示 した Case　A 〜F の 6 検体を採取 し た。臭

Fig．3　0dorAnalysis　using 　the 　Electronic　Nose

　 　 　 　 　 　 ofthe 　sickroom ．

　　 Fig．4　0dor　Analysis 　using 　the　Electronic　Nose
　 　 　 　 　 　 ofthe 　odors 　frorn　excrement ．
気濃度 は A が 23000 と最 も高 く、F が 74 と試 料 間 の

差 が 大 きか っ た。患者特性 で 比 較 して み ると、排泄 量

が 多い もの ほ ど臭気 濃度 が 高 か っ た。ま た、排泄量以
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Table　3Result 　ofOdor 　com 　 onents ．
硫黄系 脂肪酸 系 アル デヒド系

Case 硫化隷
メ、ζ脇 ．

硫化

メチ ル

二 硫化

メチル
プロ ピオン酸

ノル マ ル

酪酸
イソ

吉草酸
ノル マ ル

吉草酸
　ア セト

アル デヒド
　ロピオン

アルデヒド

A341 （8、32）］766i ユ52〕 く 0．402 ．75（L3） 32．37‘57 ｝ ［7．98 （95 ） 1631 ｛2鋤 324 〔88＞ 22．71（15） く 0．20
B4 、79（12）　 ＜0．50 ＜0．400 ．87（0、4） 354 （0、62） 1．49（7．8） 1．94（25） 025 （6．8） 20．64（14） 〈 0、20
o4 ．87〔12）　 ＜0．506 ．D61 ．11（0．5） 2、11（037 ） 0．46（24） 0．56（7．2） く0．2D1 旦．52（7．7） 〈0、20

病室M2 ．1〔5．1）　 く 0．500 ．97（0．32＞ く 0．50 く O．50 〈 0．30 く 0．20 く 0．2025 ．43 （恥 く 0．20
病室F1 ．85（4．5）　 153 （22） 0．91（0、3） く0、50 ＜0、50 〈 0．30 ＜0、20 く0．202155 （開 ＜0、20
下 限値 0、30　　　 0500 ．40 0．50 0．50 0．30 0．20 020 0．10 0．20

分析値＝
ppb （　 ）内は計算上 の臭気濃度

Table　4　The　Characteristics　ofthe 　patients．

Case
性別

年齢

A 　　 　　 　　 B

F　　　 　　 　 F

87　 　 　 　 　 79

CM98 DF71 EF84 FM93

診 断 名
認 知症　　　脳梗塞 　　脳梗塞 　　　脳梗塞　　 　　 脳 梗塞　　　変形性腰椎症

腎孟 腎炎　 食 欲不振 　　 　 　　 変形性腰椎症 大腿 骨頚部骨折

　 　 食事方法 　　 　 経 ロ 　 　　 経ロ 　 　 　胃瘻 　 　　 　胃靂　 　　 　 絶 飲食　　 　 　 経 ロ

9：：覊 邇1二 鸞 ：：1二：1蕁三：：li蕪i：二二1黎姦二：：二二二二二：：：二 1垂牽三：：1二
排

性状 　 蘓匕

軟 らか い

藷。 講状 　
耡 い

　
軟らかい

鵜：二二二二：亘二二二二二：二二二騰 躍：：二二二塾垂医：：二二1￥1±ll：二二：：：：亜鶏疆母二二二二：至斐硬 弐：二二：二二満蠶〜二二二：
　 　 　 混 入物　 　 　 　 　 　 　 　 食物 残差物　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 尿 　 　 　 　 　 　 　 　 　尿

　 　 臭気濃度 　 　 　 　 23000 　 　 　 740　 　 4200 　 　 　 2300 　 　 　 　 170　 　 　 　 　 74

臭気発生量　  ／min 　　 460　　　 14、9　　　 84　　　　 46　　　　　 3．4　　　　　 1．5

外 の 要 因 で は 食事経路が 経管の 時に 比 べ 、経 口 か ら摂

取 して い る時の 方 が 高くな り、 特 に食物 残 渣 が混 入 し

て い る不消化便が 臭気濃度 に 影響を与 え て い る と推

察 され る。排泄 物 の 量が 小 拳大で あ る Case　F の 臭気濃

度 が 74 と 低い が、他 の 試 料 と比 較す る と抗 生 物質が

投与され て い る と い う点 に 違い が あ り、医療 施 設に お

い て は 治療 と関連 し た臭気 特 性 の 存在 が 示 唆され た v

　 三 点比 較式臭袋法 に よ り求 め た 臭気濃度 か ら 臭気

発 生 量二臭気濃度 x 流量（  ／min ）を 算出 し、　Table　4 に

示 し た。オ ム ツ 交 換 に要 す る時 間 を 2〜3 分 程 度 と想

定 した 場 合、CaseA で は オ ム ツ 交換時 に 約 900〜1300

  前後 の 無 臭空 気 で 希釈 す る と 無臭 に な る 臭気 が 発

生 し て い るの が 計算上 求 め られ た。病 室 容積 は 87．93

  で あ り、10〜15回 ／時換気 が必 要とな り、現行の 換

気回 数で は 2〜3時間 を要 す る こ と が 明 らか に なっ た。

Table 　1 で 示 し た 感覚評価結果 で は 自然 換 気 に よ る 臭

気低減効果が 認 め られ て い るが、併せ て 他 の 臭気低減

対 策の 検討が 求 め られ る。

　 Case　A 、　 B 、　 C の に お い 識別 装置に よ る臭気寄与、

類似度 を Fig．4 に 示 し た。　 A 、　 B の 臭 気寄与 dは 「硫化

水 素」「有機酸 系」
への 寄 与 が 高か っ た が、C で は 「硫 黄

系 」が 高 か っ た。類似度 e は 値に ば らつ き が あ る もの

の 、い ずれ も 「硫黄系」「有機酸系 」へ の 類似性 が 高 く A 、

C で は 80％ の 類似度 で あ っ た 。 GC 分析 結 果 を Table3

に示 す。臭気濃度 23000 の Case　A は B 、　 C に比 べ て 、

メ チ ル メル カ プ タ ン 、脂 肪 酸 系 の 分 析 値 が 高 く、中 で

も分析値 を嗅覚閾値 で 除 し た 計 算 上 の 臭 気 濃 度 は メ

チ ル メル カ プ タ ン とイ ソ 吉草酸が 200 を超 えて い た。

計算値 の 高い もの ほ ど人 の にお い の 感 じ方に 影響 を

与 え る こ と か ら、

こ れ らの 臭気 成

分 が 排 泄 物臭 の

感 じ方 の 特 性 を

表 し て い る と考

え ら れ る。メ チ

ル メ ル カ プ タ ン 、

脂 肪 酸 系 を 焦 点

と し た 臭 気 低 減

対 策 の 検討 が 必

要 と言 え る 。

　　　　　　　　　 4 ．ま とめ

　 本 研 究 で は病 室 にお け る 臭 気 レ ベ ル を 把 握 し、排 泄

物 か らの 臭気発生量 と臭気特性 を明らか に し た。その

結果、排 泄 物臭 と体臭 が病室内の に お い に影響 を与 え

て い る こ とが わ か っ た。排 泄物 か らの 臭気 発 生 量 は試

料 間 で 差が あ り、治療内容、食 事内容、摂取方法等 に

よ り変化 を認 めた。メ チル メル カ プ タ ン 、イ ソ 吉 草 酸

が病 室 の に お い の 感 じ方 に 影響 を与 えて い る こ とが 明

らか に な っ た。
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